
※1　サポート力比較 京セラ 大手A社 大手B社 大手C社

保証期間 10年 10年 10年 10年
保証申込 不要 必要 必要 必要
システム構成機器に
不具合が生じた場合

○ ○ ○ ○

太陽電池モジュール
の出力が保証値を下
回った場合

○ ○ ○ ○

落雷による故障 ○ ○ ○ 自然災害

台風による故障 ○ ○ ○ 自然災害

火事による故障

※地震による火災は除く

洪水による故障 ○ ○ 記載なし 自然災害

設置時と同等の

システムを保障

機器の損害について
の考え方

全損で
保険限度額に
達した場合失効

上限300万円 上限200万円

○ ○ ○ 自然災害

      

東
日
本
大
震
災
後
、
建
設
業
を
通
し
、
私
達
に
何
が
出
来
る
の
か
、

日
々
考
え
て
き
ま
し
た
。
環
境
を
考
慮
し
た
取
組
み
と
し
て
は
、
ま

ず
『
太
陽
光
発
電
』
、
太
陽
光
発
電
を
お
値
打
ち
に
皆
様
に
ご
提
供

す
る
為
に
、
京
セ
ラ
ソ
ー
ラ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
販
売
代
理
店

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
岐
阜
県
か
ら
【
省
エ
ネ
住
宅
補
助
金
対
象

物
件
】
と
認
定
さ
れ
た
、
イ
ワ
タ
発
の
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
の
建
設
も

行
っ
て
い
ま
す
。
地
震
へ
の
備
え
と
し
て
、
基
礎
下
減
震
シ
ス
テ
ム

で
の
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
の
建
設
等
、
イ
ワ
タ
は
、
日
々
、
新
し
い
試
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

     

今
回
、
イ
ワ
タ
建
設
は
、
京
セ
ラ
ソ
ー
ラ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

販
売
代
理
店
と
な
り
、
太
陽
光
発
電
を
皆
様
に
ご
提
供
す
る
事
に
し

ま
し
た
。 

現
在
、
地
球
環
境
問
題
に
加
え
、
原
発
事
故
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
あ
り
方
が
問
い
直
さ
れ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
が

焦
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
号(

深
秋
号)

で
も
載
せ
ま
し
た
が
、
日

本
は
【
太
陽
光
バ
ブ
ル
】
で
、
普
及
率
も
急
速
に
伸
び
て
い
ま
す
。

イ
ワ
タ
建
設
は
、
東
日

本
大
震
災
後
、
太
陽
光

発
電
の
設
置
を
、
独
自

で
補
助
金
を
付
け
、
弊

社
が
資
金
援
助
を
す
る

形
で
、
お
客
様
に
ご
提

供
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も

８
月
末
で
終
了
し
ま
し

た
。
も
っ
と
、
お
値
打

ち
に
、
お
客
様
に
太
陽

光
を
ご
提
案
で
き
な
い

も
の
か
・
・
、
京
セ
ラ

か
ら
、
代
理
店
契
約
を

し
ま
せ
ん
か
と
、
誘
わ

れ
た
の
は
、
そ
の
よ
う

に
考
え
て
い
た
時
で
し

た
。 

京
セ
ラ
は
、
第
一
次
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
機
に
、
資
源
の
乏
し
い
日
本
に
は
、
太
陽
光
発
電

の
技
術
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
信
念
か
ら
、
い
ち
早
く
、
こ
の
分
野

の
研
究
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
。
以
来
３
０
年
以
上
に
わ
た
り
、
京

セ
ラ
は
、
太
陽
電
池
を
世
界
中
に
供
給
し
て
い
る
、
太
陽
光
発
電
の

老
舗
。
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
た
京
セ
ラ
は
、
他
メ
ー
カ
ー
と
比
べ
、

設
置
後
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
充
実
し
て
い
る
と
評
判
な
会
社
で
す
。

（
※
１
参
照
）
施
工
は
、
弊
社
の
施
工
部
隊
で
対
応
す
る
つ
も
り
で

す
。
社
員
で
行
え
ば
、
屋
根
に
上
っ
た
つ
い
で
に
屋
根
の
点
検
等
と

言
う
こ
と
も
出
来
ま
す
し
、
そ
の
他
、
太
陽
光
発
電
を
設
置
さ
れ
た

お
客
様
の
、
建
物
保
証
期
間
の
延
長
等
も
、
付
い
て
き
ま
す
。 

勿
論
、
価
格
は
、
直
接
京
セ
ラ
か
ら
入
っ
て
き
ま
す
の
で
、
皆
様
に

も
安
価
で
ご
提
供
で
き
る
の
で
、
と
て
も
お
値
打
ち
だ
と
思
い
ま
す
。 

お
値
打
ち
と
言
え
ば
、
こ
の
話
も
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。 

     

イ
ワ
タ
建
設
は
、
上
記
に
述
べ
た
環
境
問
題
等
へ
の
配
慮
は
勿
論
の

事
、
不
景
気
の
昨
今
、
一
つ
の
事
業
と
し
て
、
太
陽
光
発
電
を
考
え

て
お
り
ま
す
。
投
資
先
を
検
討
す
る
場
合
、
決
め
手
と
な
る
の
は
、

や
は
り
【
ロ
ー
リ
ス
ク 

ハ
イ
リ
タ
ー
ン
】
の
商
品
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
？
他
メ
ー
カ
ー
の
太
陽
光
発
電
の
チ
ラ
シ
を
見
る
と
、
１
０

～
１
５
年
以
内
で
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
代
を
返
済
し
終
わ
り
、
そ
の
後

の
収
入
は
、
全
て
貯
蓄
出
来
ま
す
と
言
う
計
画
が
多
い
よ
う
で
す
。 

今
回
、
イ
ワ
タ
建
設
が
京
セ
ラ
と
提
携
し
た
こ
と
で
、
初
期
投
資
費

用
（
太
陽
光
パ
ネ
ル
）
の
価
格
が
、
今
ま
で
に
比
べ
て
、
大
変
安
価

に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
は
、
そ
の
分 

返
済
が
早
く
終
わ
り
、
い
ち

早
く
、
貯
蓄
が
始
ま
る
と
い
う
、
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。 

し
か
も
、
先
日
の
週
刊
誌
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
一
年
で
、
太
陽
光
発
電

パ
ネ
ル
の
価
格
は
４
割
程
、
安
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。
で
す
が
、
政

府
な
ど
か
ら
の
補
助
金
や
売

電
価
格
は
、
１
年
単
位
で
政
策

を
練
る
の
で
、
未
だ
高
い
ま
ま

で
す
。
皆
様
も
ご
承
知
の
通
り
、

来
年
３
月
に
は
、
大
幅
に
改
正

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
太

陽
光
発
電
を
ご
検
討
の
皆
様

に
と
っ
て
は
、
今
が
ま
た
と
な

い
、
チ
ャ
ン
ス
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

今
だ
か
ら
お
勧
め
で
き
る
【
太

陽
光
発
電
】
、
是
非
こ
の
時
期

に
、
ご
検
討
い
た
だ
い
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
？ 

 

   

清
本
町
分
譲
地
内
に
て
、
現
在
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
を
建
設
中
で
す
。 

今
回
の
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
目
は
、
何
と
行
っ
て
も
、

イ
ワ
タ
初
の
【
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
】
で
す
。
太
陽
光
発
電
は
勿
論
の

事
、
家
庭
用
燃
料
電
池
（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）
や
、
蓄
電
池
、
Ｈ
Ｅ
Ｍ

Ｓ(

ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
略)

を
導
入

し
た
、
次
世
代
型
の
最
新
住
宅
に
な
る
予
定
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

三
つ
の
要
素
で
あ
る
、【
創
エ
ネ(

太
陽
光
発
電
・
燃
料
電
池)

】・【
省

エ
ネ(

ヘ
ム
ス
で｢

見
え
る
化｣

】・【
蓄
エ
ネ(

蓄
電
池)

】。
３
点
揃
っ

た
今
回
の
取
組
み
に
は
、
岐
阜
県
も
注
目
し
、
【
省
エ
ネ
新
エ
ネ
シ

ス
テ
ム
導
入
支
援
補
助
金
】
対
象
物
件
と
認
定
し
、
県
か
ら
７
０
０

万
円
前
後(

２
棟
認
定 

１
棟
約
３
５
０
万
円)

の
補
助
金
が
支
払
わ

れ
る
、
県
・
イ
ワ
タ
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

    

今
回
の
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
の
ポ
イ
ン

ト
の
二
つ
目
は
、
地
震
の
備
え
で

す
。
地
震
の
揺
れ
へ
の
備
え
は
、

た
く
さ
ん
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

偽
装
で
話
題
と
な
っ
た
【
耐
震
】

と
い
う
考
え
か
ら
、
最
近
は
【
免

震
】
・
【
制
震
】
等
と
言
う
考
え
方

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
新

た
に
【
減
震
】
と
言
う
考
え
方
が

あ
り
ま
す
。 

各
々
、
工
法
の
特
徴
を
、
表
に
ま

と
め
て
み
た
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。

（
※
２
参
照
） 

今
回
、
弊
社
が
行
う
基
礎
下
減
震

シ
ス
テ
ム
は
、
今
ま
で
に
無
い
考

え
方
で
、
地
盤
と
基
礎
の
間
に
、

シ
ー
ト
を
敷
き
、
大
地
震
に
よ
る

揺
れ
を
カ
ッ
ト
す
る
工
法
で
す
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
不
要
で
、
ゴ
ム

の
取
替
え
が
必
要
に
な
る
な
ど
と

言
う
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、

清
本
町
分
譲
地
内
に
て
、
記
念
す

べ
き
１
棟
目
を
、
建
築
中
で
す
。 

 

少
し
で
も
皆
様
に
、
住
み
や
す
く
、
高
品
質
な
も
の
を
、
そ
し
て
、

よ
り
安
価
に
ご
提
供
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
皆
様
、
こ
れ
か
ら
も
、
ど
う
か
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

イ
ワ
タ 
京
セ
ラ
と
提
携
へ 

地
震
へ
の
備
え(

減
震
シ
ス
テ
ム)

 

太
陽
光 

今
が
チ
ャ
ン
ス 

岐
阜
県
認
定 

省
エ
ネ
住
宅
対
象
物
件 

※地震への備え 耐震 免震 制震 減震

特徴
建物全体を硬く固定
する事で衝撃に耐

える工法

建物の基礎と土台
の間を可動体とし、
揺れを吸収する工

法

建物の一部に可動
部分を設け、揺れを

吸収する工法

地盤と基礎の間を
可動体とし、揺れを

吸収する工法

揺れの軽減率 0% 85～90％ 20～50％
震度5以上に

効力有

価格 普通 高額 少し高額 安価

対応建物 主に大型建物 自由 自由 自由


